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交
番
沿
革真

鍋
町
交
番
所
長　
角
田　
守
生

　

真
鍋
町
交
番
は
、
昭
和
57
年
5
月
、
現

所
在
地
に
「
土
浦
警
察
署
真
鍋
警
察
官
派

出
所
」
と
し
て
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
「
土

浦
警
察
署
真
鍋
町
交
番
」
と
し
て
名
称
変

更
し
、
令
和
6
年
5
月
に
新
庁
舎
が
完
成

し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

交
番
管
内
は
土
浦
市
北
東
部
の
住
宅
密

集
地
域
を
管
轄
と
し
、
国
道
6
号
、
同
125

号
、
同
354
号
等
の
幹
線
道
路
が
通
じ
る
交

通
の
要
所
と
な
り
ま
す
。

「
真
鍋
町
交
番
」
開
所
式

　
土
浦
市
防
犯
連
絡
員

協
議
会
真
鍋
分
会
長　
羽
生　
佐
洪

　

令
和
６
年
５
月
17
日　

新
築
さ
れ
た
真

鍋
町
交
番
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
交
番
は
、
昭
和
41
年
１
月
に
「
土
浦

警
察
署
真
鍋
町
巡
査
派
出
所
」
と
し
て
、

土
浦
第
一
高
等
学
校
南
側
の
、
通
称
「
真
鍋

宿
通
り
」
と
重
複
国
道
（
国
道
125
号
、354
号
）

が
交
わ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
こ
の
地
域
の
安
全
・
安
心

な
地
域
の
維
持
に
大
き
く
貢
献
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
新
築
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
願
い
は
益
々
大
き
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
と
の
協
同
の
下
、

安
心
で
平
和
な
地
域
の
要
と
し
て
の
役
割

を
心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

名　

称　

土
浦
警
察
署
真
鍋
町
交
番

所
在
地　

土
浦
市
真
鍋
三
丁
目
一
ー
二
五

連
絡
先　

０
２
９
（
８
２
２
）
０
１
１
０

新 真鍋町交番 開所式

真鍋町交番所長　角田　守生 さん
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真鍋町交番の概要真鍋町交番の概要
勤務態勢等

管内情勢等

３班編制による、３交代（24時間毎）勤務を実施し、昼夜を通じて、管内の事件事故等の
対応を実施しております。

（1）管轄区域
真鍋一丁目～六丁目、真鍋新町、東真鍋町、西真鍋町
木田余、木田余西台、木田余東台一丁目～五丁目
若松町、東若松町、東都和、立田町、
城北町、湖北一、二丁目、中央二丁目、殿里

（2）管内人口（令和５年統計数値）
　　　総人口　20,032人　・　総世帯　10,041世帯

（3）学校（小、中、高、大）７校
　　　小学校１、中学校１、高等学校４、大学１

（4）金融機関　11行
　　　銀行４、郵便局４、信用金庫１、農業協同組合１、信用組合１

（5）刑法犯発生状況（令和５年中）
総認知件数　147件（令和４年同比＋２件）
　　内訳：自動車盗 ０（－５）、自転車盗 31（＋18）、車上ねらい １（－８）、
　　　　　空き巣 ７（＋２）、忍込み １（±０）、居空き ０（±０）

※空き家を対象とする空き巣狙い、自転車盗被害が増加しており、このほかニセ電話詐欺（SNS投資
詐欺の被害）が多発しております。

（６）各種防犯対策
　茨城県警察では、管内の各世帯を訪問する巡回連絡を推進しており、当交番におきましても、管
内住民の皆様に防犯交通安全のお声がけ、同パンフレット配布などの防犯対策を推進しております。
　防犯対策の内容は
　
・鍵かけの徹底（侵入犯罪被害防止）

・留守番電話の設定（ニセ電話詐欺被害防止）

・反射材の着用（交通事故被害防止）
　などとなっております。

　皆様のご自宅に警察官が巡回連絡でお伺いした際は、ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。
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二
中
地
区

二
中
地
区　地

区
長
紹
介

新

私
は
昭
和
19
年
、
真
鍋
三
丁
目
生
ま
れ

育
ち
の
80
歳
で
す
。
小
、
中
、
高
と
12
年

間
、
真
鍋
の
坂
を
上
り
下
り
し
て
通
学
し

ま
し
た
。28
年
前
に
転
居
し
て
き
ま
し
た
。

転
居
し
て
数
年
後
か
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
に
参
加
し
、
毎
週
月
曜
日
の
夕
方
一
時

間
、
10
人
ほ
ど
で
拍
子
木
を
打
ち
な
が
ら

安
心
安
全
の
街
を
願
っ
て
歩
き
現
在
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
間
43
年
間
土
浦
市

議
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

趣
味
は
登
山
と
ピ
ア
ノ
で
す
。
若
い
頃

は
谷
川
岳
、
白
馬
岳
、
八
ヶ
岳
な
ど
三
千

メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
を
40
座
ほ
ど
登
っ
て

き
ま
し
た
。
今
は
近
場
の
宝
篋
山
や
朝
日

峠
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
低
山
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
は
上
達
し
ま
せ
ん

が
今
も
続
け
て
い
ま
す
。
登
山
も
パ
ト

ロ
ー
ル
も
健
康
の
も
と
と
信
じ
て
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

真
鍋
新
町
は
そ
の
名
の
通
り
、
昭
和
50

年
の
町
内
再
編
に
よ
り
で
き
た
新
し
い
町

で
す
。
国
体
道
路
沿
い
に
は
多
く
の
商
業

施
設
が
で
き
、
町
も
明
る
く
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。
町
の
中
心
に
あ
っ
た
協
同
病

院
が
お
お
つ
野
に
移
転
し
ま
し
た
が
、
跡

地
に
は
土
浦
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

が
開
院
し
、
ま
た
近
く
に
は
ホ
テ
ル
や
保

育
園
も
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
令
和
2
年

に
新
町
公
民
館
が
建
設
さ
れ
た
の
は
町
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
空
き
家
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
多
く

の
新
築
住
宅
が
で
き
て
住
民
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
来
年
は
新
町
生
誕
50
年
に
な

り
ま
す
。
新
旧
の
住
民
が
一
つ
と
な
っ
て

親
睦
を
深
め
、
明
る
く
元
気
な
新
町
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

4
月
か
ら
真
鍋
五
丁
目
地
区
長
に
な
り

ま
し
た
。
文
教
地
区
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
朝
は
生
徒
た
ち
の
通
学
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
八
坂
神
社
の
欅
は
見
事
で

す
。
11
月
頃
か
ら
落
ち
葉
の
清
掃
も
行
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て

い
た
行
事
も
徐
々
に
復
活
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
育
成

会
、
青
年
会
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
一

緒
に
安
心
安
全
・
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

真鍋五丁目
千葉　修
趣味：木材彫刻

真鍋新町
瀬能　衛
趣味：食べ歩き

木田余東台
久松　猛
趣味：登山　

　　　　ピアノ　

真
鍋
一
丁
目	

宮
内　
　
博

真
鍋
二
丁
目	

名
和　
　
功

真
鍋
三
丁
目	

中
西　
憲
雄

真
鍋
四
丁
目	

上
野　
嘉
久

真
鍋
六
丁
目	

中
山　
周
一

東
真
鍋
町	

下
田　
　
衞

西
真
鍋
町	

横
田　
悦
男

殿
里	

西
村　
和
男

木
田
余	

羽
成　
　
勇

木
田
余
西
台	

名
和　
幸
二

若
松
町	

井
深　
敏
彦

東
都
和	

田
中　
万
博

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

令
和
６
年

令
和
６
年

◦
岡
田
孝
雄
さ
ん�

殿
里

環
境
美
化
（
14
年
間
）

　

町
内
の
一
斉
ゴ
ミ
拾
い
、
殿
里
池
周
囲

の
一
斉
草
刈
り
、
花
壇
整
備
等
の
活
動
を

積
極
的
に
行
い
、
町
内
の
美
化
運
動
を
年

間
行
事
と
し
て
定
着
さ
せ
た
。

◦
関
口
久
美
子
さ
ん�

東
真
鍋
町

福
祉
の
増
進・青
少
年
育
成
（
13
年
間
）

　

市
民
委
員
会
委
員
と
し
て
福
祉
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど

も
会
活
動
へ
の
支
援
、
お
年
寄
り
へ
の
声

掛
け
等
を
率
先
し
て
実
施
し
て
い
る
。

◦
田
中
智
恵
子
さ
ん�

東
都
和

奉
仕
・
福
祉
の
増
進
（
10
年
間
）

　

民
生
委
員
と
し
て
３
期
９
年
に
渡
り
高

齢
者
や
障
害
者
等
要
支
援
者
の
実
態
把
握

を
行
い
、
相
談
に
乗
っ
た
り
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
た
。

◦
江
田
浩
さ
ん�

東
都
和

交
通
安
全
（
７
年
間
）

　

交
通
量
の
多
い
交
差
点
に
毎
日
立
ち
、

児
童
の
下
校
時
の
安
全
な
横
断
を
見
守
っ

て
い
る
。
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く
り
く
り
少
年
野
球
茨
城
支
部
大
会
優
勝

　
全
国
大
会
出
場

キ
ャ
プ
テ
ン  

真
鍋
小
６
年  
菅
谷
諒
介

　

ぼ
く
は
１
年
生
の
こ
ろ
か
ら
野
球
を
し

て
い
ま
す
。
５
年
生
の
時
に
真
鍋
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
若
松
ラ
ッ
キ
ー
ズ
が
合

併
し
て
、
真
鍋N

EX
U
S

が
誕
生
し
ま
し

た
。
今
は
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
が
真
鍋
小
学
校
の
友
達
な
の
で
、
一
緒

の
チ
ー
ム
に
な
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
初
の

う
ち
は
一

人
ひ
と
り

が
バ
ラ
バ

ラ
で
ま
と

ま
り
の
な

い
チ
ー
ム

で
し
た

が
、「
全

員
野
球
」

を
目
標
に

し
て
ま
た
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
監
督
や

コ
ー
チ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
練
習
を
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。

ス
ポ
�
ツ

ス
ポ
�
ツ

ス
ポ
�
ツ

特
集
特
集

　

く
り
く
り
少
年
野
球
茨
城
支
部
大
会
で

は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
り
、
決
勝

戦
の
相
手
は
駒
津
ヤ
ン
キ
ー
ス
で
し
た
。

み
ん
な
で
声
を
出
し
て
「
全
員
野
球
」
が

で
き
た
の
で
、
７
対
２
で
勝
っ
て
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
７
月
26
日
に
参

加
す
る
全
国
大
会
で
も
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
勝
利
を
つ
か
み
た
い
で
す
。
ぼ
く

は
友
達
と
で
き
る
野
球
が
大
好
き
で
す
。

　

真
鍋NEXUS

（
ネ
ク
サ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム
紹
介

真
鍋N

EX
U
S

は
、野
球
を
通
し
て「
人

間
力
・
礼
儀
」「
考
え
る
力
・
自
発
性
」「
友

情
・
思
い
や
り
」
を
育
み
ま
す
。

真
鍋N

EX
U
S

が
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
は
子
供
た
ち
に
野
球
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
、

子
供
を
委
縮
さ
せ
る
よ
う
な「
罵
声
指
導
」

や
「
否
定
的
な
声
か
け
」
は
一
切
行
い
ま

せ
ん
。
野
球
が
で
き
る
こ
と
、
コ
ー
チ
や

保
護
者
へ
の
感
謝
の
心
を
持
ち
、
仲
間
で

あ
り
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と

の
絆
を
育
み
、
自
発
的
な
プ
レ
ー
や
行
動

を
讃
え
合
う
。
そ
の
全
て
が
人
間
力
の
向

上
、
そ
し
て
チ
ー
ム
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
結
果
、
２
０
２
４
年
く
り
く
り

少
年
野
球
選
手
権
大
会
茨
城
支
部
大
会
優

勝
・
全
国
大
会
出
場
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

問　
０
８
０
ー
７
９
８
０
ー
８
９
３
６

　
　
　
　
　
　
（
担
当
：
代
表　
加
藤
）

　
　

m
anabe.nexus@

gm
ail.com
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全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権

全
国
大
会
出
場

真
鍋
小
学
校
３
年　
楊よ
う　

月つ
き

朋と
も

さ
ん

真
鍋
小
学
校
３
年　
楊よ
う　

智と
も
成な
り
さ
ん

全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）
茨

城
県
予
選
会
で
は
、
双
子
で
弟
の
楊
智
成

（
８
歳
）
選
手
は
２
位
、兄
の
楊
月
朋
（
８

歳
）
選
手
は
３
位
と
二
人
そ
ろ
っ
て
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
た
。
７
月
に

神
戸
で
開
幕
す
る
全
国
大
会
に
茨
城
県
代

表
と
し
て
２
大
会
連
続
出
場
を
決
め
た
双

子
の
楊
兄
弟
は
、
大
舞
台
で
の
活
躍
を

誓
っ
た
。

卓
球
に
関
し
て
は
近
年
、
幼
い
頃
か
ら

競
技
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
選
手
が
多
く
、

二
人
も
６
歳
の
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
父
か
ら
卓
球
を
教
わ
っ
て
お
り
、
練
習

に
ほ
ぼ
毎
日
取
り
組
ん
で
い
る
。
身
近
に

ラ
イ
バ
ル
が
い
る
と
い
う
環
境
下
で
厳
し

い
練
習
に
も
め
げ
ず
に
頑
張
っ
て
い
る
と

い
う
楊
兄
弟
。

弟
の
智
成
選
手
は「
集
中
し
て
練
習
し
、

そ
の
練
習
成
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」
と
、
兄
の
月
朋
選
手
は
「
昨
日

の
自
分
に
勝
て
る
よ
う
毎
日
練
習
し
、
大

会
で
は
１
回
で
も
多
く
勝
ち
た
い
で
す
」

と
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
!!
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

体
調
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。（
文
化
広
報
部
）

大
会
概
要

小
学
生
が
参
加
で
き
る
全
国
大
会
で
あ

る
「
全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）」
の

頭
文
字
を
と
っ
て
ホ
カ
バ
と
呼
ば
れ
て
い

て
、
日
本
一
を
決
め
る
大
会
で
す
。

 

日
本
実
業
団
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

  

金
メ
ダ
リ
ス
ト

東
真
鍋
町
辨
天
會　
齋
藤　
真
也

３
年
前
の
コ
ロ
ナ
禍
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
目

的
で
始
め
た
筋
ト
レ
か
ら
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
競
技
を
知
っ
て
大
会
に

出
場
し
始
め
ま
し
た
。
週
３
日
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
続
け
て
デ
ビ
ュ
ー
戦
か
ら
ト
ン

ト
ン
拍
子
に
栃
木
国
体
ま
で
出
場
で
き
て

の
め
り
込

み
、
つ
い

に
昨
年
度

の
全
日
本

実
業
団
パ

ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ

選
手
権
男
子
一
般
120
㎏
級
に
お
い
て
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
タ
イ
ト

ル
を
一
つ
獲
り
ま
し
た
が
、
記
録
に
は
ま

だ
満
足
で
き
な
い
の
で
更
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
土
浦
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
兼

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
副
部
長
と
し
て
よ

り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
他
に
中

学
か
ら
始
め
た
柔
道
で
も
四
段
取
得
を
目

指
し
て

日
々
の

稽
古
に

精
進
し

て
い
ま

す
。職

業

は
市
内

に
て
理

容
師
と

し
て
営
業
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
即
応
予

備
自
衛
官
と
し
て
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
後
も
挑
戦
と
夢
の
実
現
に
向
け
て

邁
進
し
続
け
る
決
意
で
す
。
今
後
の
目
標

は
年
齢
別
に
行
わ
れ
る
マ
ス
タ
ー
ズ
の
全

国
大
会
出
場
と
、
50
歳
代
に
な
っ
た
ら
世

界
マ
ス
タ
ー
ズ
へ
の
出
場
で
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
3
種
目
は

学
年
別
で
以
下
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

ホ
ー
プ
ス
：　

小
学
６
年
生
以
下

カ
ブ
：　
　
　

小
学
４
年
生
以
下

バ
ン
ビ
：　
　

小
学
２
年
生
以
下

楊　智成 さん

楊　月朋 さん

（5）



前
期
公
民
館
講
座

令
和
６
年
度

デトックスヨガ

健康太極拳

初めてのつまみ細工

スマホアプリ（地図やカレンダー）活用講座 己書（おのれしょ）

　

公
民
館
講
座
は
、
前
期
・
後
期
に

分
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
、
市
の

広
報
紙
「
つ
ち
う
ら
」
の
４
月
・
９

月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
各

中
学
校
区
の
公
民
館
毎
に
募
集
案
内

が
出
ま
す
。
二
中
地
区
以
外
の
講
座

に
も
応
募
出
来
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
の
ご
案
内

（6）



新
職
員
紹
介

二
中
地
区
公
民
館館長

竹本　和佳子

社協

小川　明莉

本
年
４
月
１
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

高
齢
福
祉
課
よ
り
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
で
は
主
に
介
護
保
険
認
定
調
査

員
と
し
て
高
齢
相
談
係
に
７
年
間
所
属

し
、
福
祉
部
門
を
中
心
に
仕
事
を
し
て
い

た
た
め
、
公
民
館
で
は
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
で
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で

す
が
、
地
域
の
皆
様
や
利
用
者
の
皆
様
に

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

二
中
地
区
公
民
館
が
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
親
し

み
や
す
い
公
民
館
づ
く
り
を
目
指
し
、
職

員
一
同
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

４
月
か
ら
土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
真

鍋
支
部
職
員
と
し
て
配
属
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
本
部

の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
係
に
お
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
地
域
の
つ
な
が
り

を
持
ち
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
培
っ
た
体
力
と
、
持
ち
前
の
明
る
さ
で

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
対
象
を
限
定
し
な
い
福
祉
の
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
、
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
困
り
ご
と
、
心
配
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

モ
ノ
が
減
る
と
「
運
」
が
増
え
る

	

や
ま
し
た　
ひ
で
こ

新
装
版　
家
時
間�

内
田　
彩
仍

メ
メ
ン
と
モ
リ	

ヨ
シ
タ
ケ　
シ
ン
ス
ケ

大
ピ
ン
チ
ず
か
ん
2	

鈴
木　
の
り
た
け

フ
ラ
イ
パ
ン
ダ	

柴
田　
ケ
イ
コ

ね
こ
と
こ
と
り	

た
て
の　
ひ
ろ
し

地
震
・
台
風
時
に
動
け
る
ガ
イ
ド

	

辻　
直
美

ビ
ジ
ュ
ア
ル
「
生
き
る
技
術
」
図
鑑

	

か
ざ
ま　
り
ん
ぺ
い

家
族
で
そ
な
え
る
防
災
・
被
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク	

天
野　
勢
津
子

Ｔ
Ｈ
Ｅ
藤
井
定
食	

藤
井　
恵

松
尾
シ
ェ
フ
の
レ
シ
ピ
帖	

松
尾　
幸
造

家
族
の
レ
シ
ピ

	

Ｎ
Ｂ
Ｓ
「
看
取
り
を
支
え
る
訪
問
診
療
」
取
材
班

あ
な
た
が
誰
か
を
殺
し
た	

東
野　
圭
吾

ハ
ン
チ
バ
ッ
ク	

市
川　
沙
央

頭
の
い
い
人
が
話
す
前
に
考
え
て
い
る
こ
と

	

安
達　
裕
哉

東
京
都
同
情
塔	

九
段　
理
江

本
と
鍵
の
季
節	

米
澤　
穂
信

レ
ー
エ
ン
デ
国
物
語	

多
崎　
礼

お
い
し
い
も
ん
に
は
理
由
が
あ
る

	

土
井　
善
晴

く
ら
し
の
た
め
の
料
理
学	
土
井　
善
晴

や
る
気
１
％
ご
は
ん
テ
キ
ト
ー
で
も
美
味

し
く
つ
く
れ
る
悶
絶
レ
シ
ピ
５
０
０

	

ま
る
み
キ
ッ
チ
ン

歌
わ
れ
な
か
っ
た
海
賊
ヘ	

逢
坂　
冬
馬

水
車
小
屋
の
ネ
ネ	

津
村　
記
久
子

成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
行
く

	

宮
島　
未
奈

リ
ラ
の
花
咲
く
け
も
の
み
ち

	

藤
岡　
陽
子

リ
カ
バ
リ
ー
・
カ
バ
ヒ
コ

	

青
山　
美
智
子

ア
リ
ア
ド
ネ
の
声	

井
上　
真
偽

し
ん
が
り
で
寝
て
い
ま
す

	

三
浦　
し
を
ん

定
年
物
語	

新
井　
素
子

夏
空　
東
京
湾
臨
海
署
安
積
班	

	

今
野　
敏

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・ 

ホ
ー
ム
ズ
の
凱
旋

	

森
見　
登
美
彦

あ
る
行
旅
死
亡
人
の
物
語

	

武
田
惇
志
・
伊
藤
亜
衣

八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド	

万
城
目　
学

（7）



▲「やすらぎ」のバックナンバーは二中地区公民館ホームページから見ることができます。

若
松
町

若
松
町
こ
ど
も
夏
祭
り

若
松
町
地
区
長　
井
深　
敏
彦

若
松
町
こ
ど
も
夏
祭
り
は
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
楽
し
く
、
そ
し
て
思
い

出
に
残
る
お
祭
り
を
目
指
し
て
毎
年
８
月

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
３
年
間
お
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
は
久
し
振

り
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山

車
の
巡
行
に
加
え
て
、
公
園
で
の
ビ
ン
ゴ

大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
、更
に
つ
ば
さ
会（
青

年
会
）
に
よ
る
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
等
の

屋
台
も
登
場
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
お
年
寄
り
に
は
公
園
内
に
特
別
テ
ン
ト

席
を
用
意
し
、
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

数
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
ビ
ン
ゴ
の
賞
品
を

獲
得
し
た
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

お
祭
り
の
準
備
は
町
内
会
役
員
・
班
長
・

育
成
会
・
つ
ば
さ
会
が
分
担
し
て
進
め
、

お
祭
り
当
日
に
は
楽
し
く
盛
り
上
げ
る
と

共
に
子
供
た
ち
の
安
全
確
保
を
重
点
的
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。「
楽
し
か
っ
た
」「
来

年
も
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
子
供
達
の
声

を
励
み
に
、
今
年
も
お
祭
り
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

つ
ば
さ
会（
青
年
会
）会
長　
渡
邊　
健
介

若
松
町
の
お
祭
り
は
、
子
供
達
を
中
心

と
し
た
こ
ど
も
夏
祭
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

も
明
け
、
昨
年
か
ら
若
松
町
こ
ど
も
夏
祭

り
を
ま
た
再
開
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
子

供
達
の
夏
の
思
い
出
作
り
の
サ
ポ
ー
ト

を
微
力
な
が
ら
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
数
年

ぶ
り
の
夏
祭
り
の
開
催
だ
っ
た
為
、
子
供

達
の
お
囃
子
の
練
習
や
準
備
な
ど
、
大
変

だ
っ
た
事
を
憶
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も

ま
た
、
い
い
思
い
出
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
か
ら
青
年
会
会
長
に
な
り
思
う

事
は
、
若
松
町
こ
ど
も
夏
祭
り
を
通
し
て

年
齢
を
問
わ
ず
親
睦
を
深
め
、
地
域
の
活

性
化
を
目
的
と
し
「
安
全
・
安
心
」
を
第

一
に
、
町
会
役
員
・
二
中
役
員
・
育
成
会

と
協
力
し
、
子
供
達
の
元
気
な
声
と
笑
顔

で
溢
れ
る
夏
祭
り
に
出
来
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

育
成
会
会
長　
坂
巻　
幸
江

今
年
度
も
、
若
松
町
こ
ど
も
夏
祭
り
を

開
催
で
き
ま
す
事
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

若
松
町
の
お
祭
り
は
、
町
会
・
つ
ば
さ

会
・
育
成
会
、
地
域
の
皆
様
の
力
を
合
わ

せ
て
「
明
る
く
元
気
な
若
松
町
」
を
実
現

で
き
る
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

夏
休
み
に
入
り
、
す
ぐ
に
子
供
達
は
お

囃
子
の
練
習
を
し
ま
す
。
経
験
者
の
お
兄

さ
ん
・
お
姉
さ
ん
に
太
鼓
や
笛
を
教
わ
り

ま
す
。
お
祭
り
当
日
は
山
車
を
引
き
町
内

を
巡
行
し
ま
す
。
若
松
町
・
東
若
松
町
を

巡
る
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
が
で

き
、
季
節
感
の
あ
る
と
て
も
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
す
。

子
供
が
減
少
し
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
の
子
供
達
の
貴
重
な
「
今
」
と

い
う
時
間
に
、
若
松
町
で
過
ご
し
た
と
い

う
思
い
出
を
残
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
す
。「
楽
し
か
っ
た
・
ま
た
や
り

た
い
！
」
の
子
供
達
の
思
い
を
大
切
に
、

伝
統
を
繋
い
で
い
き
た
い
で
す
。

（8）


